
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

魯迅旧詩『自題小像』考 : その「打油」詩としての
試論

山田, 敬三
九州大学教養部 : 助教授

https://doi.org/10.15017/9811

出版情報：中国文学論集. 4, pp.131-140, 1974-05-25. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



魯
迅

旧
詩

『自
題
小
像
』
考

そ

の

「
打

油

」

詩

と

し

て

の

試

論

山

田

敬

三

は
じ
め
に

現
存

す

る
魯

迅

の
旧
詩

は

、
近

体

が
四
十

五
題

六
十

首
、

騒
体

が

二
題

四
首

、

詩
題

の
み
伝

わ

る
存

録

四
首

お
よ

び
若

干

の
断
句

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
詩
意

は
お

お

む
ね
決

し

て
難

解

で

は
な

い
。

し
か

し
魯

迅

の
あ

る
種

の
雑

文

が
そ
う

で
あ

る
よ

う

に

、
そ

の
隠
喩

な

り
訟

論

の
実
態

が

明
ら

か

で
な

い
た

め

に
、

い
ま

一
歩

と

い
う

所

で
ど
う

し

て
も

そ

の
真
意

を

つ
か

み

か
ね

る

よ
う

な

旧
詩

が

、

そ
れ

ら

の
中

に
は

い
く

つ
か
あ

る
。

と
り

わ

け

「
自

題
小

像
」

は
、

最

も
よ

く

入

口
に
胎

災

し

た
詩

で
あ
ポ

に
も

か

か

わ
ら
ず

、
そ

の
用
語

の
特

異
さ

の
故

に
ど
う

し

て
も

正
確

に
解
し
得
な

い
、

轄
晦

の
作

で
あ

る
。

そ
も

そ

も

こ

の
詩

が

い
つ
作

ら
れ

た

の

か
、

と

い
う

基

本
的

な

事

実

に

対
し

て
さ

え
も

、

研
究

者

の
認
識

は

幾

通
り

に
も

分

れ
る
。

し

か
も

こ

の

詩

の
製
作

時

と
内
容

と

の
間

に
は

、
単

に
時

間

の
ず

れ
と

だ
け

で

は
か

た

づ
け

ら

れ

ぬ
密

接
な

か

か

わ
り

が
あ

る
よ
う

に
思

え

る
。

小
論

で
は

在
来

の
諸

説

を
整

理

し
な

が

ら
、

こ
れ

だ
け

は
ま

ち
が

い
な

さ

そ
う

だ

と

い
う

地

点

で

の
結

論
を

ま

と

め
あ

げ

、
さ

ら

に
そ

れ
を

一
歩

ふ
み
出

し

て
検

討
す

る

た

め

の
材

料

を

、

い
ま
可
能

な

範
囲

で
提

示
し

た
。

詩
解

の
た

め

の
き

め
手

に

は
と
う

て

い
な

り
得

な

い
が
、
そ

こ

へ
到
達
す

る

た

め

の
さ
さ

や

か
な

こ

こ
ろ

み
と

し

て

ご
検
討

い
た
だ
け

れ
ば
幸

い
で

あ

る
。

浜

一
衛
先

生

の
こ
退

休
を

記

念
し

て

一
九
七

三

年

十
月

一
日
識

魯

迅

旧
詩

の
伝

承

に

は
二

つ
の
大

き
な

特
長

が
あ

る
。

そ

の

一
は
日
本

留
学

二

九

〇

二
年

四
月

)
以
前

の
、

い
わ

ば
習
作

旧
詩

で
あ

っ
て
、
現

存
す

る
作

品

は
す

べ
て
次

弟
周

作

人

が

、
そ
の
日

記

の
中

に
記
載

し

て
お

い
た
も

の

だ
。

そ

の
二

は
魯

迅

の
晩
年

に
集

中

し

て
作

ら
れ

た
作
品

群

で

あ

っ

て
、
大

部
分

に
詩

人

手

ず
か
ら

の
詩
稿

が
あ

り

、

「
魯

迅

日
記

」

の

中

に
も

と
り

こ
ま

れ

て

い
る
。

そ

れ

ら

の
手

法

や
内

容

に
も
、

両
者

の
間

に
は
判
然

と

区
別

し
得

る
特

色

が

見

ら
れ

る
。

習

作

旧
詩

の
ほ
と

ん
ど

が

(
わ
ず

か

に

一
首

を
除

い
て
)
伝

統
的

な
詩

作
法

に
き

わ

め

て
忠
実

で
あ

る

の
に
対

し

て
、

晩
年

の
旧
詩

は
、
そ

の

ほ



ぽ

三
十

パ
ー

セ

ン
ト

が
韻

律

の
規
定

に
厳
格

で
は

な
く
、

脚
韻

は
し

ば

し

ば
平

水
韻

を
無

視
す

る
。

作

詩

の

モ
チ

ー

フ
も
、
前

者

が
個

人
的

な
情
感

も
し

く

は
少
年

の
日

の
理
想

を
詠
う

試
帖

詩

ふ
う

の
習
作

で
あ

る

の

に
比

べ
て
、
後

者

の
詩
意

は

こ
と
ご

と
く

が
認
意

に
あ

ふ
れ

て

い
る
。

惜

別

の

情
を

よ

ん
で
も

、

そ
れ

は
単

な

る
感

傷

で

は
な
く

、
自
然

を
う

た

い
こ
ん

で
も
花
鳥

風
月

的

感
慨

は
全

く
認

め
ら

れ
な

い
。

と

こ
ろ

で
今

こ

こ
で
と
り

あ
げ

よ
う

と
す

る
七

言
絶
句

『
自

題
小

像
』

は

、
製
作

時

期
か

ら

い
え
ば

前
期

作
品

の
悼

尾
を

飾
り

、
手
法

お
よ

び
内

容

か
ら
す

れ

ば
後

期

に
よ
り

接
近

し

た
。

い
う

な

れ
ば
晩

年

の
認
喩

詩

へ

の
転

回
を

示
唆

す

る
作

品

で
あ

る
。

ま
ず

製
作

年
時

に

つ
い
て
整

理
を

は

か

れ
ば

、

こ
れ

に
は

お
よ
そ

次

の
よ
う

な
諸

説

が
あ
る
。

一
九

〇

一
年

説

一
九
〇
二
年
説

一
九
○
三
年
説

一
九
○
六
年
説

(
1

〉

許

広

平

「
天
津

大
公
報

』

干
植

元

『
"
魯

迅
詩
本

事

・
質
疑

』

人
民

文
学

出
版

社

『魯

迅

全
集

』
注
釈

張
向

天

『魯

迅

旧
詩

箋
注

』

許
寿

裳

『
我
所

認
識

的
魯

迅
』

〃

『
亡
友

魯

迅
印
象

記
』

胡
泳

「
也

談

"
魯

迅
詩
本

事
"
』

周
作

人

(
胡

泳

へ
の
返
信

)

周
振

甫

『
魯
迅

詩
歌

注
』

錫
金

『
魯

迅
詩

本
事

』

右

の
よ
う

な
混

乱

の
生
じ

た
最

大

の
原
因

は
、

い
う

ま

で
も
な

く
魯

迅

自

身

の
晩
年

に
示

し

た
墨

　

の
蹟

に
あ

る
。

つ
ま

り
魯

迅
は
詩

の
制

作
後

ほ

ぼ
三
十

年

を

閲
し
た

一
九
三

一
年

に
な

っ
て

「
二
十

一
歳
時

作
五

十

一

歳
時

写
書
時

辛

未

二
月
十

六

日
也
」

と
記

し

て

い
る

の

で
あ

る

が
、

こ
の

「
二
十

一
歳
」

を
数

え
年

と

み
る

か
満
年

齢

と
考

え
る

か

に
よ

っ
て
、

当
然

の
こ
と

な

が
ら
二

、
三
年

の
ず

れ

が
生
じ

る
。
も
し
前

者

で
あ

れ
ば

、

魯

迅

の
数

え
年

二
十

一
歳

は

一
九
○

一
年

で
あ

る
。

後
者

と

い
う

こ
と

に

な

れ
ば
、

そ

の
期
間

は

一
九

○
二
年

九
月

二

十
五

日
よ

り
翌

年
九
月

二
十

四

日
ま

で

の
間

に
相

当

(
魯
迅

の
誕

生
日

は

一
八
八

一
年
九

月

二
十

五

日
)

す

る
。

『
魯

迅
全
集

』

で
は
数

え
年

に

よ

っ
て
、

こ
れ
を

一
九

〇

}
年

の

項

、
す
な

わ

ち
留
学

以
前

の
作

品

と
し

て
処
置

し

て

い
る
。

そ

の
『
注
釈

」

の
按

語

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

関

於

這
首
詩

的

写
作

年
月

,魯

迅

自
己

於

1

9
3

1
年
重

写
時

却

マ
マ

説

"
二
十

一
歳
時
作

,五
十

一
歳
時

写

之

,時

辛
未

二
月

十

六

日
也
。
"

按
魯

迅
計
算

自
己

年
齢

,向

来
依

照
中

国

習
慣

,因

此

2
1
歳

当

在

1
9

0
1
年

2
月
到

1

9

0
2
年

2
月
之

間
。

魯

迅

の
三

十
年
後

の
記

述

を
全
面

的
な

よ
り
所

と
し

た
上

で

の

一
つ
の

見
解

で
あ

る
。

許
広

平

や
干
植

元

が

一
九

〇

一
年
説

を

と
る
根

拠
も

や

は

り

こ

の
蹟

に
あ

る
。

な

お

「全

集
』

が
魯

迅

二
十

一
歳

の
時
を

「
一
九
〇

一
年

二
月

よ

り

一
九

○

二
年

二
月

の
間
」

に
相

当
す

る

と

い
う

の
は
、

「

辛
未

」

と

い
う

書
き

方
を

重
視

し

て
、
三

十
年

前

の
旧
暦

か
ら
新

暦

を
換

算

し

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

文
中

の

「
之
」

と

い
う
字

は

「書

」

の
草

体
を

読

み
誤

ま

っ
た
結

果

で
あ

る
。

多

く

の
専
門

書

が
同

じ
あ

や

ま
ち
を

踏
襲

し

て

い
る
よ
う

だ
。

と

こ
ろ

で
、
同
じ

蹟

に
よ

り
な

が
ら
も

、
張

向

天
が

一
九
〇

二
年

説
を
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と

る

の
は
、

そ

の
年

を
満

年
齢

に
読

み
か
え

た
か

ら

で
あ

る
。

だ
が

こ

の

説

に
は
初

歩
的

な

ミ

ス
が
あ

る
。
魯

迅

自
身

が
辛

未

二

九

三

一
年

)
二

月

に

「
五

十

一
歳

」
を

自
称

し
て

い
る

か
ら

だ
。

つ
ま

り
数

え
年

で
な

け

れ

ば
、
魯

迅

は

こ
の
年
度

に
五

十

一
歳

と
は

な

ら
な

い
。

同
じ

蹟
中

の

「

方

が
満
年

齢

、
他
方

が

数
え
年

と

い
う

こ
と
は
、

ま
す
考

え

ら
れ

な

い
自

己
矛

盾

で
あ

る
。

墨

　
を

拠
り

所

と
す

る
限

り
は

、

一
九

○

一
年

の
作

と

見

る

の
が

正
し

い
。

結

論
を

先

に
記

せ
ば

、

こ

の
詩

を
直

接
作

者

か
ら
受

け

と

っ
た
許
寿
裳

の

一
九

〇
三

年
説

が
最

も
妥

当

で
あ

る
。

た
だ

し
そ

の
期
間

を

さ
ら

に
短

か
く

限
定

す

る

こ
と
は

可
能

だ
。
こ
れ

は
詩

の
内

容
と
も

関
連
す

る
の

で
、

微

細
な

こ
と

の
よ
う

で
は
あ

る

が
、

い
ま
少

し
綿

密

に
検
討

し

て
お
き

た

い
。

「
自

題
小

像
」

を

あ
げ

つ
ら
う
時

に
必
ず

引

用

さ
れ

る

許
寿
裳

の
『

懐
旧
』

で
は
次

の
よ
う

に
記
さ

れ

て

い
る
。

一
九
〇
三
年
他
二
十
三
歳

,在
東
京
有

一
首
自
題
小
像
贈
我
的
:

霊
台
無
計
逃
神
矢

,風
雨
如
磐
闇
故
園
。

寄
意
寒
星
葵
不
察

,我
以
我
血
薦
軒
猿
。

首
句
説
留
学
外
邦
所
受
刺
激
之
深

,次
写
遙
望
故
国
風
雨
瓢
遙
之
状
,

三
述
同
胞
未
醒

,不
勝
寂
箕
之
感

,末
了
直
拝
懐
抱

,是

一
句
畢
生

実
践
的
格
言
。

(我
所
認
識
的
魯
迅
)

さ
ら

に

こ

の
詩

を
許
寿

裳

が
受

け

と

っ
た
時

の
、
前

後

の
事

情

に
も
別

な
章

で
言

及
し

て

い
る
。

魯
迅
対
於
民
族
解
放
事
業

,堅
貞
無
比

,在

一
九
○
三
年
留
学
東

京
時

,
贈
我
小

像

,後
補

以
詩
。

(
同
右

)

こ
れ
ら

の
引

用

文
か

ら
明

ら
か
な

よ
う

に
、

魯

迅
か
ら
許

寿

裳

に
対
し

て

ま
ず
写

真

(
小
像

)
が
手
渡

さ

れ
、

そ

の
後

に

「
自
ら

小
像

に
題
す

』

る
詩

が
追

贈

さ
れ

た
。

許

寿
裳

の
記

憶

に
あ

る

経
過

に
は

一
点

の
く
も

り

も
な

い
の
だ
。

胡
泳

の
問

に
対
す

る
周
作

人

の
返
信

に
も

そ

れ
を
裏

づ
け

る
内

容

が
見

ら

れ

る
。

"
承
絢

魯

迅

,
自
題
小

照
`

,該

詩
錐

記
有

(
按

指
魯

迅
先

生

所
記

:

"
二
十

一
歳
時

作

,五
十

一
歳
時
写

之
。
"
1

泳
)
,

但
後
年
追
記

,亦
可
能
有
差
誤
。
擦
記
憶
,
此
詩
可
能
見
過
,当
在
初

断
髪
時

,時
為
癸
卯
三
月
至
暑
假
帰
国
時
期
。
蓋
如
有
辮
髪
而
称
為

軒
猿

子

孫

,殊
為

可
笑
也

。
"

(
一
九

五
七
年

七
月

二

十
五

日
函

)

こ

こ
で
作

人
が

い
み
じ
く
も

指
摘

し

て

い
る
よ
う

に
、

魯
迅

の
「
小
像

」

に
は
す

で

に
辮

髪

が
な

か

っ
た
は
ず

で
あ

る
。
す

な

わ
ち

許
寿

裳

の
贈

ら

れ

た

「
小

像
」

は

、
同

じ

こ
ろ
周
作

人

に
送
ら

れ

た
二
枚

の
「
断
髪

照
相
」

と
同

一
物

に

ち

が

い
な

い
の
だ

(
こ

の
こ
と

に

つ

い
て

は
後
述
す

る

)
。

そ
し

て
魯

迅

の
「
断
髪

」
の
時

期

に

つ
い
て
は
、

当
時

弘
文

学
院

の
同
級

生

で
あ

っ
た
許
寿

裳

の

『
亡
友
魯

迅
印

象
記

・
蔚

辮

」

や
周

作

人

の

『
旧

日

記

裏

的
魯

迅

・
二

二

癸
卯

『

に
明
確

な
記

述

が
あ

り
、
今

日
で
は

誰
も

そ
れ

ら
を

疑
う

こ
と
が

で
き
な

い
。

さ

ら

に
、
小

説

の
形
式

を

と

っ
て
は

い
る

が
、

魯

迅
自
身

の
筆

に
な

る

『
頭

髪
的
故

事

」

の
中

に
、
そ

の
前
後

の
も

よ
う

を
伝

え

た
箇
所

が
あ

っ

て
、
当

時
者

に
よ
る

記
録

は

い
ず

れ
も

明
確

に
対

応

し
て

い
る
。
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「
ぼ
く

は
留

学

に
行
く

と

、
す

ぐ

に
辮
髪

を

切
り

お
と
し

た
。

別

に

深

い
意

味

が
あ

っ
た

わ
け

で

は
な

い
。

た
だ
あ

ま
り

不
便

だ

っ
た
か

ら

だ
。

と

こ
ろ

が
、
辮

髪

を

脳
天

に
ぐ

る
ぐ

る
巻

き

つ
け

て
い
る
同

窓
生

の
何

人
か

が

ぼ
く
を

と

て
も
嫌

が

っ
て
憎

む
し

、
監
督

官
も

た

い
そ
う

腹

を
た

て
て

、

ぼ
く

の
給
費

を
取

り
消

し

て
中

国

へ
送

り
返

す

と

言
う

ん

だ
。

「
だ
が
数

日
も

た
た

ぬ
う

ち

に
、

こ

の
監

督
官

自
身

が
、

人

か
ら
辮

髪
を

切
り

と

ら
れ

て
、
逃

げ

出
し

て
し

ま

っ
た
。

切

っ
た

連
中

の

一
人

は
、

「
革
命

軍
』

を
書

い
た
郡

容

で
、

こ

の
男

も
そ

れ

で
留

学

を
続

け
ら

れ
な

く
な

り
、

上
海

へ
帰

っ
て
、
後

に
外

人
む

け

の
牢

屋

で
死

ん
だ
。

君
も

と

っ
く

に
忘

れ

て
る

だ
ろ
う

が
。

(
魯

迅

「
頭
髪

的
故
事

』

)

こ
の
回

想
体

小
説

が

一
種

の

パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ

る

こ
と
を
念

頭

に
お

い
た

上

で
、

そ

こ
か
ら
事
実

を

還
元

す

る
た

め

に
二
、
三

の
注
釈

を
加

え

る
な

ら

ば
、
ま
ず

「
留
学

に
行

く

と
、
す

ぐ

に
辮
髪

を

切
り

お
と
し

た
」

と

い

う

の
は
、

日
本

へ
来

て

ほ
ぼ

一
年
後

の

一
九

〇
三
年

三
月

の
こ
と
だ
。

監

督
官

挑

文
甫

に
対
す

る
郷

容

ら

の
私
刑

は
、

一
九

○
三
年

四
月

二

日
付

の

魯
迅
書

簡

で
周

作

人
に
伝

え

ら
れ

て

い
て
、

三
月

十
八

日

の
手

紙
で
は
ま

だ
ふ
れ

ら
れ

て

い
な

い
か
ら

、

こ
の
事

件
は

三
月

下
旬

の

こ
と
で
あ

ろ
う
。

ま

た
断
髪

の
理
由
を

「
た
だ
あ

ま

り
不
便

だ

っ
た
か
ら

だ
」

と

い
う

の
は

、

作
者

の
逆
説
的

な

い
い
方

に
す

ぎ

な

い
。

中

国
人

留
学
生

に
と

っ
て

の
断

髪

の
意

味

に

つ
い
て
は
、

く

り
返

し
魯

迅

の
述

べ
て

い
る
と

こ
ろ

で
あ
り

「
自
題

小
像
」

の
詩
意

も
こ
の

こ
と

と
無

関
係

で
は
な

い
。

と
ま

れ
魯
迅

が
断
髪

と

い
う

行

為

に
あ

る

種

の
決
意

を

こ
め

て

「
数

日
も

た
た

ぬ
う

ち

に
L
邸
容

ら

の
事

件

が
あ

っ
た

こ
と
、

詩

の
制

作

が
事

後

で
あ

っ
た

こ
と

を

、

こ

こ
で
は
ま
ず

指
摘

し

て

お
き

た

い
。
作

人

の

日
記

(
癸
卯

一
)
で

は

、

こ
の
前

後

の
状
況

を
次

の
よ
う

に
伝
え

て

い
る
。

「
十

二

日

:
晴
。

晩

豹
仙

遣
人

送

日
本
初

五

日
函
来

,云

西

園
於
四

日
啓

行

,託

寄

衣
物

,
目
録

列
後
。

函
中

述

弘
文
散

学
事

,
監
督

挑

某
亦

以

私
事
被

勢

髪
逃

去

,可
笑
。

…

…

(中

略

)
…

…
弘

文
同

学

照
相

一
張

断

髪

照
相

一
張

坡
璃

筆

二
支

衣
数

件

以
上

共
装

在
皮

箱
内
。
」

「
廿
九

日

:
晴
。

晩

接
大

可

廿

一
函

,
云
弘
文

事
已

了

,
学
生

均

返

院

臭

,
又
断
髪

小

照

一
張
。
」

魯

迅
書
簡

の
日
付

を

示
す

旧
暦
四

月

「
初
五

日
」

お
よ

び

「
廿

一
」

日

は

、
そ

れ
ぞ

れ

が
新

暦

の
四
月

「
二

日
」
な

ら

び
に

「
十
八

日
」

に
相

当

す

る
。

こ
こ
に

は

「
弘

文
学
院

散

学
事

」
、
魯

迅

「
断
髪

」

の

こ
と
お

よ

び

「
監
督

挑
某

」

の
こ
と

あ

わ

せ
て

い
ず

れ
も

一
九

〇

三
年

三
月

下
旬

の

三

件
に

及

ぷ
魯

迅
身

辺

の
大
事

が
記

さ

れ

て

い
る
。

文
中

の

「
断
髪

の
写

真

」

二
葉

が
先
述

し

た
許
寿
裳

あ

て

の

「
小
像

」

で
あ

る
。

「
自

題
小
像

」

詩

一
篇

は

こ
れ
ら

の
事

件

と
無

関

係

に
作

ら
れ
た

わ
け

で
は
な
さ
そ
う

だ
。

制

作
時

期

に

つ

い
て

の
推
定

に

は
も

は
や

こ
れ

以

上

の
例

証

を
必
要

と

し(3
㌧

な

い
だ
ろ
う
。

か

つ
て
細
谷

正
子

氏

が
魯

迅

の
「
医

学
志

望
を

め
ぐ

っ
て
」

記

さ

れ
た
論

文

の
注
釈

で
述

べ
ら

れ

た
よ
う

に
、
「
年
令

に

つ
い
て
の
記

憶

は
年

と
と
も

に
薄

れ

る
も

の
で
あ

る

が
、
状

況

に

つ
い
て

の
記
憶

は
そ

れ

に
比
し

て
よ

り

は

っ
き

り
し

て

い
る
も

の
で
あ
る

」

が
、
周

作
人

の
日
記

は
、
許
寿

裳

の

「
状
況

に

つ
い
て

の
記

憶
」

を

は
し
な

く
も
裏

づ
け

る
資
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料

と
な

っ
て

い
る
。

な

お
錫
金

の

一
九

〇

六
年
説

に

つ
い
て

は

一
考

の
余

地
も

な

い
。

原
文

は
未
見

で
あ

る

が
、

胡
沐

の

「
也
談

"
魯

迅
詩
本

事

罎

で
は
次

の
よ
う

に

引

用
さ

れ

て

い
る
。

錫
金
認
為
這
首
詩
是
写
被
迫
結
婚
的
無
奈

,和
転
而
従
事
民
族
解

放
斗
争
的
決
心

(在
"
文
学
月
刊
髄
12
月
号
的
更
正
中

,又
改

"結

婚
"
為
,訂
婚
し

・
顕
然
是
錯
誤
的
。

こ
の
部
分

か

ら
判
断

す

る
限

り
、

こ
れ

は
詩

の
解
釈

に
困

っ
た
あ
げ

く

の
論

者

の
思

い
つ
き

で
し

か
な

い
よ

う

だ

二

 

辛
亥

革
命

直
前

の
ほ

ぼ

一
年

間
を

、
魯

迅

は
郷

里

の
紹

興
府

学
堂

で

二

度

目

の
教
員

生
活

を
送

っ
た

。

そ

の
在
任
中

に
、
彼

は

「
監
学
」

と

い
う

校
内

で
の
管

理
者
的

な

立
場

に
あ

っ
て
学

園
紛
争

の
渦
中

に
ま
き

こ
ま

れ

る
。

ス
ト

ラ

イ
キ

に
入

っ
た
学
生

の
側

の

い
い
分
が
必
ず

し

も
不

当
な

も

の
で
は
な

か

っ
た

だ
け

に

、
そ

の
処
理

を

め
ぐ

る
魯

迅

の
心
情

に
は
複

雑

な

も

の

が
あ

っ
た
よ
う

だ
。

一
九

一
〇
年

の
秋

か
ら
冬

に
か
け

て
、

親
友

の
許
寿

裳

に
あ

て
た
手

紙

の
中

で
は

そ

の
間

の
事
情

を

か
な

り
詳
細

に

伝

え

て

い
る
。

そ

の

一
通

、
新
暦

十

二
月

二
十

】
日
付

の
書

簡

に

は
次

の

よ
う

な
注

目
す

べ
き

一
節

が
あ
る
。

然

搬
中

以
言

,則

此
次

風
濤

,別

有
由

緒

,学
生

之
喚

,不

無

可

原
。

我
輩

之
携

加
納

於
清

風

,責
三

矢
於

牛

人

・亦

復
如

此
。

こ
の
事
件

に

つ
い
て
、

か

つ
て
私

自
身

が

「
魯

迅

の
教
員
時

代
」

二

九

七

一
年

「
野
草

」
第

三
号

)
で
言

及
し

た
時

に
は
詳

し

い
経
過

が
わ

か

ら
ず

、

た

だ

「
自

題
小

像
」

と

の
間

に
何

ら
か

の
関
連

が
あ

る

こ
と
を

示

唆
す

る
に

と
ど

め
た
。

今

そ

の

一
部
を

原
文

ど

お
り

に
引
用
す

れ

ば
次

の

よ
う

に
な

る
。

し

か
も

こ

の
書

簡

の
冒

頭

に
は

「
故

郷
す

で
に
雪

ふ
り

風

雨

磐

の
如

し

」

と

い
う

語
句

が
あ

つ
て
、
魯

迅

が

一
九

〇
三

年

春

、
断

髪

の
直
後

に
作

っ
た
と
思

わ

れ
る
七
言

絶
句

「
自

題
小

像
」

の
第

二
句

と
も

照
応

す

る

の
で
あ

る
。

先

に
引

い
た
作

人

の
日
記

で

「
弘

文
学
院
散

学
事

」

あ
る

い
は

「
弘

文

事
已

了
」

と
あ

る

の
は
、

お
そ

ら
く

は
魯

迅

の
書

簡

に
見
え

る

「我

輩

の

加
納
を

清

風

に
携

き

、
三
矢

を
牛

入

に
責

」

め

た
事

件

の
こ
と

で
あ

ろ
う
。

そ

の
後

、
中
島

長

文
氏

の
公
表

さ
れ

た
調
査

結
果

に
よ

れ
ば

、
事

が
ら

は

「
漸

江
潮
」

第
三

期

「
江
蘇

」
第

一
期
お
よ

び

「
潮
北

学
生

界
」
第

四

期

に

つ
ま
び

ら
か

で
あ

る
。

事
件

の
発
端

は

一
九

〇

三
年
三

月

二
十

七
日

、
弘
文

学
院

(
嘉
納

治

五

郎
院
長

)
当

局

に
よ

っ
て

示
さ

れ
た

学
院
運

営
経

費

に
か

か
わ
る

十
二

ヶ

條

の
規

則

に
あ

っ
た
。

こ
れ

に
反
対
す

る
留

学

生
代
表

と
学

院
側

の
交

渉

が

こ
じ
れ

て
、
学

院
生

五

十

二
名

全

員

の

ス
ト

ラ
イ
キ

に
発

展
し

、

ほ
ぼ

三
週
間

に
わ
た

る
紛
糾

の
後

に
、
留

学
生

側

の
ほ
と

ん
ど
全

面
的

な
勝

利

と
な

っ
て

四
月
十

五

日

に

一
切

の
決
着

が

つ
い
た
。

魯

迅

が
三
月

廿

一
日

(
新
暦

四
月

十

八
日

)
付

の
手

紙

で

「
弘

文

の
事

す

で
に

了
り
学

生

み
な

院

に
返
れ

り
臭

」
と
書

い
て

い
る

こ
と

の
、

こ
れ
が
内

容

で
あ
る
。

「
わ

が
輩

が
加

(
嘉

)
納

を
清

風

(
亭

)
で
や

り

こ
め
、

三
矢

(名

は
重

松

、
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弘

文
学

院
教

務
幹

事

)
を

牛

入

(
「
込

」

の
誤
ま

り
。

弘
文

学
院

の
あ

っ

た
牛
込

区
西

五
軒

町

)

で
追

及

」

し
た

と

い
う

か
ら

に
は
、

魯

迅
は

こ

の

紛
争

の
リ
ー

ダ
ー

格

で
あ

る
。

さ

て
右

の
よ
う

な

経
過

を
念

頭

に

お

い
た
上

で
、

先

に
引

用

し
た
手

紙

の
冒
頭

部

に
た

ち
も

ど

っ
て

み
る

と
、

次

の
よ
う

な

語
句

が
お

の
ず

か
ら

目

に
入

っ
て
く

る
。

故

郷
已

雨
雪

,近

梢
就

内皿

,而

風

雨
如
磐

,未

肯

霧
也
。

手

紙

の
書

か

れ
た

の
は
弘
文

学
院

事

件
以
来

す

で

に
七
年

半

を
経

過
し

た

一
九

一
〇
年
末

の

こ
と

で
あ

る
。

だ
が
紹

興
府

学
堂

で
の
紛
争

と
自

ら

の
心
境

を

伝
え

る

の
に

弘
文
学

院

で

の
そ

れ
を
引

い
て

い
る

こ
と
、

し
か

も

往
事

の
体
験
を

共
有

す

る

友

人
に
向

っ
て
同

一
の
詩

語

を
流

用
し

て

い

る

こ
と
、

こ
れ
は
も

は

や
単

な

る
修

辞

上

の
偶
然

の

一
致

で

は
な
か
ろ
う
。

「
風

雨

磐

の
如

く

故

園
闇

し
」

と

い
う

「
自

題
小
像

』

の
承

句
を

理
解

す

る
上

で
、

こ

の
事

実

に
は

や

は
り
留

意

し
な

け
れ

ば
な

る
ま

い
。

す

で

に
述

べ
た
事

実

か
ら

明
ら

か

な
よ
う

に
、

一
九
〇

三
年

の
春

に
は

魯

迅

の
身

辺

に
刺
激

的

な
事

が
ら

が
相

つ

い
で
生
起

し

て

い
る
。

そ

の

一

は
魯

迅
自

身

の
断
髪

(
異
民
族

政

権

へ
の
不
服

従
宣

言

)

で
あ

り
、

そ

の

二

は
郡
容

ら
五

人

の
留

学
生

に
よ

る
清

国

留
学

生
監
督

官

挑
文

甫
に
対
す

る

リ

ン
チ

事
件

で
あ

っ
て
、

こ
の
両
件

は

三
月

下
旬

に
連

続

し

て
敢

行

さ

れ

た
と
推

定

で
き

る
。

そ
し

て
第

三
番

目

の
弘
文
学

院

ス
ト

は
、
記

録

に

よ

っ
て
三

月

二
十

七

日
よ
り

四
月

十

五

日
に

か
け

て

の
で
き

ご
と

で
あ

る

こ
と
も
判

明

し
た
。

そ

の

い
ず

れ
も

が
民

族
問

題

に
覚

醒
し

た
若

い
周
樹

人

に
深

い
か

か
わ

り
を

も

っ
て
印

象

さ
れ

る
事

が
ら

で
あ

っ
た
。

初

め

に
引
用

し

た
許
寿

裳

の
追
憶

文
を

、
右

の
よ
う

な
事

が
ら
と

考
え

あ

わ

せ
る
な

ら

ば

『
自
題

小
像

』
制

作

の
時

期

は
さ

ら

に

い

っ
そ
う

明
確

に
な

る

だ
ろ
う
。

許

寿
裳

は

魯

迅
か
ら

詩
を

贈
ら

れ

た
時

の
状
況

を

「
私

に
小
像

を
く

れ

て
、

後

に
詩
を
追

加
」

し

た
と

い
う

。

こ
こ

で
の
「
小
像
」

が
、

四
月

上
旬

よ

り
中

旬

に
か
け

て

二
度

ま

で
も

周

作
人

に
送

ら

れ
た

「

断

髪

照
相

」

二
葉

と
同

一
物

で
あ

る

こ
と

は
、
先

述
し

た

と
お

り

で
あ

る
。

そ

し

て

こ
の
時

の
写
真

に
は

い
ず

れ
も
ま

だ
詩

が
附

加

さ
れ

て

い
な

い
か

ら

「
自

題
小

像
』

の
制

作

は

こ
れ
ら

の
写
真

以
後

、

つ
ま

り
四
月

十

八

日

以

降

だ
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

い

っ
た

い
当

時

の
作

人
日
記

に
は
、
魯

迅

の
詩
文

は
彼

の
知
る

限
り

、

ほ
と
ん

ど
断
簡

零
墨

に

及

ぶ
ま

で
記

録

さ
れ

て

い
る
形

跡
が
あ

る

の
に
、
写

真

の
こ
と
を

記
し

た

日
記

の
該
当

部

分

に

は
、
詩

の
付
随

し

て

い
た
と

い
う

事
実

の
記

述

が
な

い
。

ま

た
周
作

人

日
記

は
、

一
八

九
八
年

よ

り

一
九

○
五

年

ま

で
断

続

的

に

書

き

つ
が

れ

て

い
る

の
で
あ
る

が
、

同
年

四
月
十

五

日

(新

暦

五
月

十

一

日
)

ご
ろ

か
ら
夏

休

み

で
魯
迅

の
帰
省

す

る

「
七

月
中

旬

」
ま

で
は

完
全

に
欠
落

し

て

い
る
ら

し

い

の
で
あ
る

。

そ
う

い
う

こ
と
で
あ

れ

ば

『
自
題

小

像
』

の
作

ら

れ
た
時

期

は
、
最

大

限

の
は
ば
を

勘
案

し

て
も

、
四

月
十

八

日
以

降

七
月
中

旬

ま

で

の
間

に
限
定

で
き

よ
う
。

も

っ
と
も
制

作

の
動

機

が
断

髪

の
写
真

と
結

び

つ

い
て

い
る
以
上

、
七

月

に
ま

で
完
成

の
間

の

び
す

る

こ
と

は
不

自

然

で
あ
る
。

同
年

四
月

下
旬

か

ら
遅
く

と
も

五

月
中

に
欄
筆

し

て
許
寿

裳

な
ら

び

に
周
作

人

へ
贈
ら

れ
た

と
考

え

て
も
そ

れ

ほ

ど
見
当

は
ず

れ

で

は
あ

る
ま

い
。
先

に
引

用
し

た
当
時
者

両
名

の
記
憶

は

、

い
ず

れ
も

既
述

の
事

実

に
照
応
す

る
。

こ
の
間

の
事
情

を
裏

返

し

て
考
慮

に
入

れ
れ

ば
、

詩
解

の
た
め

の
ご
く

さ
さ

や
か
な

手

が
か

り
は

つ
か
め

る

か
も

知
れ

な

い
。
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三

 

作

品

の

モ
チ

ー

フ
と
制

作
時

期

お
よ

び
作

品
内
容

の
三

者

の
間

に
相
互

の
関

連
を

認

め
る

こ
と

は
、
魯

迅

旧
詩

の
場
合

な
ら
ず

と
も
当

然

で
あ

る
。

だ
が
そ

の

い
ず

れ

に
も

あ

い
ま

い
さ
を

残
す

「
自

題
小
像

』

の
よ
う

な

ケ

ー

ス
で
は
、

と
も

か
く

も
こ
れ

だ
け

は
確

か
だ
と

い
う

事
実

を

一
つ
ず

つ

お

さ
え

こ
ん

で

ミ
ク

ロ
に
考
察

す

る

こ
と
も

避
け

て
通

る

わ
け

に
は

い
か

な

い
。

こ
の
往

々
に
し

て
迷
路

に
踏

み

こ
む
危
険

な
作
業

の
結
果

は
、

と

も

か
く

も

こ
こ

で
は
詩

の
制
作

時

期

が
作
者

の
記

述

か
ら
機

械
的

に
計
算

さ

れ

た
留
学

以
前

の
作

品
な

ど
で

は
な
く

、

ま
ぎ

れ
も

な
く

日
本

留
学

以

後

、
そ

れ
も

一
九

〇
三

年
四

、
五

月

の
間
な

い
し

は

せ

い
ぜ

い
七
月

中
旬

こ
ろ
ま

で

で
あ

る

こ
と
が
推

定

で
き

た
。
残

さ

れ
た
最

後

の
そ
し

て
最
大

の
課
題

は
、

こ
の
七
言

絶
句

一
首

の
詩

意

の
正
確

な

把
握

で
あ
る
。

だ

が
最
初

に
も
記

し

た
よ
う

に
、
現

時
点

で
詩

解

の
た
め

の
き

め
手

に

な

る
よ
う

な

材
料

を
提

示
す

る

こ
と

は
と
う

て

い
不

可
能

で
あ

る
。

た

だ

在

来

の
諸
説

に
対
す

る

幾

つ
か

の
疑
問

と

、
そ

の
疑
問

の
根

拠
と
な

る

私

見

を

示
し

て
小
論

を
し

め
く

く

る

こ
と

に
し

た

い
。

ま
ず

こ

の
詩

の
作

ら

れ
た

一
九

〇
三

年
春

と

い
う

時

期

に

つ

い
て
考

え

れ
ば

、
そ

れ
は
辛
亥

革

命
史

上

の

エ
ポ

ッ
ク
を

画
す

る
年

で
あ

っ
た

こ
と

に
誰

し
も
気

づ

く
は
ず

で
あ
る
。

同

年
五

月

に
は
、

監
督
官

リ

ン
チ

が
発

覚

し

て
上
海

へ
脱
出

し
た

郡
容

が
、

以
後

の
革
命

運
動

に
衝

撃

的
な
影

響

を
与

え

る

「
革
命

軍
』

二

万
字
を

公

刊
し

、
そ

の
序
文

を
撰

し

た
章

嫡
麟

や

「
読
革
命

軍

」

「介

紹
郭

容
革

命

軍
』

(
い
ず

れ

も
六
月

九

日
付

)
お

よ
び

「駁
康

有

為
論
革

命
書

」

(
六
月

二
十
九

日
付

)
を

登
載

し

た
蘇
報

館

が
官
憲

の
弾

圧
を

受
け

、
世

に

い
う

「
蘇

報
案

」

が

こ
こ
に
発

生
し

た
。

こ

の
事

件
を

一
つ
の
境

界

と
し

て
、
異

民
族

政
権

そ

の
も

の

の
打

倒
を

め

ざ
す

「
革
命

派
」

と

、
立
権

君
主

制
を

唱
え

る

「
改
良

派
」

と

が
決
定

的

な
分
岐

を
見

る
。

そ

し

て
魯

迅

の

「
自

題
小
像

』

に
は

こ
う

し

た
時

代

風

潮

が
も

ろ

に
映
し

出

さ
れ

て

い
る

の
だ
。

詩

そ

の
も

の

の
特

長

に

つ
い
て

い
え

ば

、
第

一
に
、

こ
の
作

品
は

、
詩

意

に

お

い
て
従
来

の
習
作

旧
詩

と
大
き

な
隔

た
り

を
も

っ
て

い
る
。

第

二

に
、
作

詩
法

の
上

で
も
、

そ
れ
以

前

の
作

が
厳
密

に
規

格

ど
お
り

で
あ

っ

た

の
に
対

し
て
、

こ
の
詩

は
結
句

に

い
た

っ
て

わ
ざ

と
ら
し

い
破

綻
を

示

し
て

い
る
。

す
な

わ

ち

「我

以
我

血
薦
軒

帳

」

と

い
う

詩
句

の
初

め

の
五

字

が
連

続

し

て
灰
声

で
あ

る
。

こ

の
リ
ズ

ム
が
も

つ
特

異

さ
は
、

往

々
に

し
て
韻

律

か
ら
自

由

で
あ

る
晩
年

の
旧

詩
群

に
対

比
し

て
も
顕
著

で
あ
る
。

第
三

に
、

ど

こ
に
も
先

例

の
な

い

「
神

矢

」

の
よ
う

な
新

語
を

使

っ
て
、

こ
れ

も
用
語

に
保

守

的

で
な
け

れ
ば
な

ら

ぬ
近
体

詩

の
タ
ブ

ー

に
あ

え
て

挑

ん

だ
形

跡

の
見

ら

れ
る

こ
と

で
あ

る
。

さ

て
右

の
よ
う

な
背

景

お
よ

び
特
長

に
留

意
し

た
上

で
、

個

々
の
詩

語

に

つ

い
て
の
検
討

に

い
ま

少
し

た
ち

い
っ
て
み
よ
う

。

起
句

「霊
台
無
計
逃
神
矢
」

0
霊

台

典
故

か
ら

い
え
ば

、

こ
の
語

に
あ

て
は
ま

る

用
例

は
二

つ
あ

る
。
古

く

は

「
詩

経

・
大

雅
』

に

「
経

始
霊

台
」

と
見

え

る

「
浸

象
を

観

じ
気

の
妖
祥

を
察

す

る

(
毛
詩
鄭

箋

)
」

天
子

の
う

て
な

で
あ

る
。

通

説

で

は

「
荘

子

・
雑
篇

』

の

『
庚
桑

楚
』

に
出
る

「
不
可

内
於

霊
台

」

を
取

る
。

ま

た
私
自

身

は
か

つ
て

「
山
海
経

』

で

い
、」
』
軒

韓
之

台
」

に
読

み

か
え

ら
れ

る

の

で
は
な

い
か

と
考
え

た

こ
と
が
あ

る
。

今

は

「
以

て
成

を

い

滑
ず

に
足

ら
ず

、
霊

台

に
内

る
可

か
ら
ず

」

と

い
う

「荘

子

』

の
文
脈

と

、

次

に
出

て
く

る

「
神
矢

」

と

の
関

係
を

考
慮

に

い
れ

て
通
説

に
よ

る

べ
き
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で
は
な

い
か
と
考

え

て

い
る

。
他

者

の
侵

入
を
許

さ

ぬ

「
霊
台

」
に
「
神
矢

」

が
入

っ
て
く

る

の
を

「
逃

れ
ん

に
計

な
」

し
、
と
解

さ
れ

る
か

ら
で
あ

る
。

郭
象

の
注

に
よ

れ
ば

「
霊
台

者

心
也

」

と
あ
り

、
「
自

題
小
像

」

よ
り
四

年

後

の

「摩

羅

詩
力

説
」

の
第

二
章

に
も
、
魯

迅

自
身

が

「
霊

台
」

を
心

の

意

味

に
使
用

し

て

い
る
例

が
あ

る
。

○

神

矢

詩
中

も

っ
と
も

難
解

な

新
造

語

で
あ
る
。

許
寿

裳

は
そ

の

「

魯

迅
旧

体
詩

集
」

の
序

な

ら

び
蹟

の
中

で
、

こ
れ
を

ロ
ー

マ
神
話

の
キ

ュ

ー

ピ

ッ
ト

が
使

っ
た
愛

の
矢

と

み
な
す

。

ギ
リ

シ

ャ
神

話

の

エ

ロ
ー

ス

の

矢

で

あ

る

。

だ

が

愛

情

に

か

か

わ

る
表

現

の
用

語

で
な

く

て
、
単

に
心

に
受
け

た

「
刺
激

」

の
意
味

に

と

っ
て

い
る

こ
と
は

、
先

に
引

用
し

た
彼

の
詩
解

か

ら
も

明
ら

か
で
あ

る
。
「
異
域

の
典

故

を
採

用
」
し

た

と

い
う

に

し

て
は

、
ギ

リ

シ

ャ
神

話
と

の
関

連

の
稀
薄

さ

に

一
抹

の
不

安
を
残

す

が
、

し

か
し

こ
の
詩

が
意
外

に
軽

い
調

子

の

「
打

油
」

の
性

格
を

帯

び
て

い
る

こ
と
を

注
意
す

れ

ば
、

あ
る

い
は
冗
談

半
分

に

と
り

入
れ
ら

れ
た

用
語

で

あ

る
か

も
し

れ
な

い
。
「新

青

年
」

第

四
巻
第

五

号

(
一
九

一
八

年
五

月

)

に
掲
載

さ

れ
た
魯

迅

口
語
詩

(
署

名

は
唐
挨

)
の

「
愛

之
神

」

に
も

「
片

手

に
矢

を

つ
が
え

、
片

手

に
弓
を

張
」

っ
た

エ

ン
ジ

ェ
ル
が
登
場
す

る
。

両
者

の
内
面

的
な
脈
絡

は

つ
か

め
な

い
が
、

詩
語

の
好

み

と
し

て
、
神
話

の
題
材

の
使

わ

れ
た
可
能

性

も
な

く

は
な

い
。

も

っ
と
も

こ
れ

に
対
す

る

異

論

は
あ

る
。

張
向

天

は

「
神

矢
」

の
解

釈

に

「
摩

羅
詩

力

説
」

の

「
飛
矢
」
を
あ
て

そ

の
典

故
を

バ
イ

ロ

ン
の
長

詩

「
ラ

ー
ラ
」

に
見

出

そ
う

と
す

る
。

し

か

し

「
摩

羅
詩

力
説

」

の
第

二
章

で
は

同
じ
飛

矢

に

つ

い
て

「
而
不
幸

進

化

如

飛
矢

,非

堕
落

不
止

,非

著
物

不
止

」

と

い
う

表
現

が
あ

り
、

こ
こ
で

の

「
飛

矢
」

は
、

単

に
ど

こ

こ
で
も
飛

び
ゆ
く
矢

、

と

い
う

ほ

ど

の
意

味

で
あ

る
。

穿
整

に
す

ぎ

た

の
で
あ

ろ
う

。

一
句

の
意

味

は
大
体

に

お

い
て

や

は
り

「
留

学
外
邦

所

受
刺

激
之

深
」

と

い
う

許
説

に
お
ち

つ
く
よ

う

だ
。

た
だ

こ

の

「
刺
激

」

の
内
容

に

は
既
述

の

ご
と
き
具

体
的

な
事

件

の
反

映

を
見

る

べ
き

で
あ

る
。

な

お
漏

伯

恒

「
魯

迅
詩

中
的

"
神

矢
"

及
其

他
」

で
は

「
神

矢

」
を

ギ
リ

シ

ャ
神
話

に
よ

っ
て

「
愛
」
「
憎
」

の
両
面

か
ら

と

ら

え
よ
う

と
す

る
。

香

港
文

学
研
究

社

「
魯

迅
詩
箋

選
集

』

の
注
釈

は

凋

説
の
適

用

で
あ

る
。

承

句

「
風

雨

如

磐

闇

故

園

」

絶
句

に
お
け

る
第

二
句

は

い
う

ま

で
も

な
く

第

一
句

の
詩
意

を

承
け

つ

ぐ
。

と

こ
ろ

が
許

寿

裳

の
解
釈

で
は
起
句

を

「
外
邦

」

の
こ
と

と
し
な

が

ら
、
承

句

で
は

突
如

と
し

て

「
遙
望

故
国

風
雨

瓢
描

之
状

」

と
な

る
。

「

故

園
」

を

「
故
国

」

と

の
み
理

解
し

た

こ
と

の
当
然

の
帰

結

で
あ

る

が
、

こ
こ
で

「
外

邦

」
と

「
故

国
」

を
対

比
す

る

の
は
や

や
飛
躍

が

大
き

す
ぎ

る

の
で
は

な

い
か
。

小
論

の
第

二
章

で
も

ふ
れ
た
よ
う

に
、

紹
興
府

学

堂

で

の
学

園

紛
争

を
伝

え
る
手

紙

の
中

で
、

魯
迅

は

弘
文
学

院

ス
ト

を
例

と

し

な

が
ら

、

こ
の
第

二
句

と

ほ
と

ん
ど
同

酬
の
用
語

を
使

用
し

て

い
た
。

こ
の
事
実

を
裏

返

し

て
詩

を
よ

め

ば

「
自
題

小
像

」

の
承
句

に
も

や

は
り

学

園
紛
争

の
背

景

が
あ

っ
た

こ
と

に
な
る
。

「故

園

」

は
本

来

「
故

郷
ご

を
意

味
す

る
詩
語

で
あ

る

が
、
こ

こ
で

「
故

国
」

と
読

み
か
え

る
よ

り

は
、

魯

迅

や
許
寿

裳

の
当
時

に
所
属

し

て

い
た
弘

文
学
院

と
解

す

る
方

が
妥

当

で

は
な

か
ろ
う

か
?

確

定

は
で
き

ぬ

が
、
詩

を

ス
ト

ラ
イ

キ

で
学
院

を

離

れ
て

い
た
四

月
上

旬
よ

り

中
旬

に

か
け

て
の
想

い
を

よ
ん

だ
作

品

と
想

定
す

れ

ば

(
そ

の
可

能

性

は
大
き

い
)
、
絶

句

の
方

則

に
も

適
合

す

る

の

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
ま

た
、
魯

迅

が
詩

の
制
作

後

ほ

ぼ
三
十

年
を

経
過

し

た
辛
未

二
月

十
六

日

(
一
九
三

一
年

)
に
な

っ
て
、
改

め

て
な

ぜ

『
自
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題
小

像

』
を

紗
写

し

た

の
か
と

い
う
疑

問
点

の
解
明

と
も
関

連
す

る
。

一

九

三

一
年

の

こ
の
日
、

魯

迅
は
柔

石

ら
所

謂

「左

連

五
烈
士

」

の
事
件

に

対
処

し

て
、
上

海

の
祖

界

に
あ

つ
た

日
本

人
経

営

の
下
宿
屋

「
花

園
荘

」

に
難

を
避

け

て

い
た

の
だ
。

弘
文

学
院

ス
ト

、
紹

興
府

学
堂

紛
争

、
五

烈

士

の
逮
捕

処
刑

に
と
も

な
う

避
難

と

い
う

、

こ
の
三

つ
の
事
件

に
相
関
関

係

を

認

め
る

こ
と

で
、
私

に
は

こ

の
第

二
句

に
在
来

の
説

と
は
異

な
る
右

の
よ
う

な
解

釈

が
生

ま

れ
る

よ
う

に
考

え
ら

れ

る
。

転

句

「
寄

意

寒

星

茎

不

察

」

こ
の
句
を

解

く
鍵

は

「
寒
星

」

お
よ

び

「茎

」

が
そ

れ
ぞ

れ
何
を

指
し

て

い
る
か
を

理
解

す

る

こ
と

に
あ

る
。

○

寒

星

張
向

天

「
魯

迅

旧
詩
箋

注
』

は

こ
の
語

の
典

故

に

「
楚
辞

・

九

辮
』

の

「
願
寄

言
夫

流

星

分

」
を
指
摘

す

る
。

周
振
甫

「
魯

迅
詩
歌

注
』

も

張
説

を
踏

襲
し

て

「
用

流
星

来
比

賢

人
。

這
裏
的

寒
星

当
徒

流
星
転

化

過
来

」

と
解
す

る
。

な

る

ほ

ど
王
逸

章
句

に
は

「
欲

託
忠

策
於

賢
良
也

」

と
あ

っ
て
、

「
流

星
」

を

以

て

「
寒

星
」

に
あ

て
る

こ
と
が
正

し

い
と
す

れ

ば
、

こ
の

一
句

の
詩

解

に
は

き
わ

め

て

つ
こ
う

が
よ

い
。
だ

が
、
「
寒
星

」

の
別

名

は

「
太
乙
星

」

で
あ

る
。

北

天

に
在

っ
て
、

兵
乱

、
禍
炎

、
生

死

を
掌

る

と

い
う

星

な

い
し

は
天
帝

を

「
流

星
」

や

「
楚
辞

・
遠
遊

」

の

「

辰

星

」

に
わ
ざ

わ
ざ

お
き

か

え

る

こ
と
に

は
疑
問

が
あ

る
。

こ
こ
は

ひ
と

ま
ず

字
義

通

り

に

「
太

乙
星

」

と
解

し
、
詩

句
全

体

の
中

で
改

め
て
そ

の

意

味

を
探

る

こ
と

に
し

た

い
。

0

茎

こ
れ
が

『
離

騒
」

の

「茎

不

察
余

之
中

情

分
」
を

典
故

に
す

る

と

い
う

見

解

に
異
説

は
な

い
。

そ
う

で
あ

れ
ば

「茎

香

草
以
諭

君
也

」

と

い
う

王
逸

注
を

覆

え
す

こ
と

が

で
き
な

い
。

と

こ
ろ

が
中

国

に
お
け

る
最

近

の
解

釈

で

は
、

た
と

え
ば

張
向

天
は

「
封
建

専
制

統
治

下
的
中

国

民
衆

」

と
説
き

、
周

振
甫

は

「
祖
国

人

民
」
を

指
す

と

い
う
。
王

逸
注

を
、

魯
迅

の

た
め

に
と
り

た
く

な

い
と

い
う

の
は
、

た
し

か

に

一
見

魯
迅

の
思
想

状

況

と
矛
盾
す

る
か
ら

で
あ

る
。

一
九

〇
三

年
当
時

の

「
君

」
と

い
う

こ
と

に

な

れ
ば

、
魯

迅
ら

が
打

倒
目

標

と
し

て

い
た

異
民
族

王
朝

の
光

緒
皇

帝

そ

の
人

に
外

な
ら

な

い
か
ら

だ
。

許
寿

裳

の
解
釈

で
も

「
同
胞
未

醒

、
不

勝

寂
輿

之
感

」

と

い
う

よ
う

に

「+全
」
な

い
し

は

「寒

星
」

を

「
同
胞

」

の

意

に
解
し

て

い
る
。

そ

し

て

こ
れ

ら

の
誤
解
な

い
し
付
会

は
、

い
ず

れ
も

「
自

題
小

像
』

を
非

常

に
深
刻

な

「
畢
生

実
践

之
格

言
」

(
許
寿

裳

)

と

か

「
全
詩

所
表

達
的

沈
重

情
感

」

(
張
向

天

)
あ

る

い
は

「
決
心

為

祖
国

献
身

、
表

現
出

強
烈

的
愛

国
精

神
的

誓
言

」

と
み
な

し
た

と

こ
ろ
か

ら
生

じ

て

い
る
。

し

か
し

私
自
身

は

た
し

か

に
そ

の
よ
う
な

決
意

表

明

の
詩

で

あ

る

こ
と

を
是
認

し

た
上

で
、
詩

の
調

子

に
は
存

外

に
軽

い
譜
諺

の
モ
チ

ー

フ
が
は

た
ら

い
て

い
る

と
考

え
る
。

従

つ
て
、

こ
こ
は
遙

か

に
北

天

の

人

で
あ

る
光

緒
帝

が

、
わ

が
胸

の
想

い
を
察

し

た
ま
わ

ぬ

た
め

に
、
よ

ろ

し

い
そ
れ
な

ら
ば

私

は
私

の
血
を

、
漢

民
族

の
始

祖

で
あ

る
軒
韓

帝

に
捧

げ
よ
う

、

と
開
き

な

お

っ
て

い
る
と
理

解
す

る
。

い
つ
た

い
に
魯

迅

が
著

し
く

韻
律

を
無

視
す

る
時

に
は

、
常

に
そ

の
詩

が

「
打
油

」

の
性
格

を
帯

び

て

い
る
と

い
う

傾

向

が
、
晩

年

の
旧
詩

群
に

は

濃

厚

で
あ

り
、

こ
の
詩

に
も

そ

の
よ
う

な
傾

き
が

き
わ

め

て
大

き

い
と

い

え
よ
う
。

結

句

「
我

以

我

血

薦

軒

韓

」

こ
の
句

意

は
明
瞭

で
あ

る
。

「軒

猿
」

と

は
「
史
記

・
五
帝
本

紀
第

一
」

の
冒

頭

に
出

る

「
黄

帝
」

の
名

で
、
漢

民
族

の
祖

先

と
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、

当
時

の
革

命
派

が

、
好

ん

で
か

つ

い
だ

シ

ン
ボ

ル
で
あ

る
。

た

と
え

ば

「

民
報

」

の
奥

付

で

「
中
国

開
国

紀
元

四
千

六
百
零

三

年
」

と
大
書

す

る

の
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は
、
軒

猿

を
始

祖

と
す

る
年

号

だ
と

考

え
ら
れ

よ
う
。
「
魯

迅
詩

箋
選

集
」

の
按

語

で
は

「
辛
亥

革

命
前

夕

,各

省
革

命

軍
文

激
皆

用
黄
帝

紀

元
」

と

と
記
す
。

な

お
、

数
年

前

に
訪
中

し

た

知
人

の
写
真

の
中

に

「
血
祭

軒
韓

」

と

い
う

扁
額

を

か
け

た

建
物

が
あ

っ
た
。

も

と
孔

子
廟

で
あ

っ
た
、
広

東

農

民
講

習
所

で
あ

る
と

の

こ
と
で
あ

る

が

、
詳

し

い
こ
と

は
わ

か
ら
な

い
。

た

だ
し

こ
の
結
句

の
文

句

が
、

少
な

く

と
も

か
な

り
普

遍

的
な

性
格

を
帯

び

て

い
た

こ
と

は
想

像

で
き

る
。

魯

迅

に
特

有

の
表

現

で
は
な

か

っ
た

よ

う

で
あ

る
。

以
上
を

要
す

る
に

、

こ

の
詩

は
弘

文
学
院

で
の
紛
争

を
背

景
と

し

て

一

九

〇
三
年

の
春

に
作

ら

れ
た
打

油
詩

で
あ

る
。

そ

の

一
首
全

体

の
詩

意

は

決

し

て
深

刻
沈

痛
な

ひ
び
き

に
と
ざ

さ

れ
た
も

の

で
は
な

い
。

む
し
ろ

譜

認

の
調

子
を
帯

び

て

い
る

こ
と
が
感

得
さ

れ
る

べ
き

で
あ

っ
て
、

い
う

な

れ

ば
、
こ
れ
は

晩
年

の
魯

迅

が
往

々
に
し

て
好

ん
だ
戯
詩

の

一
種

で
あ

り
、

習
作

時
代

の
古

典
的

な
詩

風

か
ら
、

魯
迅

後
年

の
誠
諭

詩

へ
の
転

回
を

示

唆
す

る
、

も

っ
と

も
魯

迅
的
な

旧
詩

で
あ

る
。

憂
国

の
情

や
同
胞

へ
の
想

い
が

ひ
そ
め

ら
れ

て

い
な

い
わ
け

で
は
な

い
が
、
そ

れ
す

ら
も

が
譜
誌

の

濾

過
紙
を

通
し

て

い
る

こ
と

に
着
目

さ

れ
ね

ば
な

る
ま

い
。

魯

迅
は

自
ら

の
作
品

に
お

い
て
決
し

て
自
己

を

英
雄

化
す

る

こ
と
が
な

か

っ
た
。

な

み

は
ず

れ
て
厳
格

な

自
己
省

察

に
裏

づ
け

ら
れ

て
成

立
し

た

の
が
魯

迅

の
文

学

で
あ

る
。
そ

の
魯

迅
的

な

文
学

の
原

型
が

こ

こ
に
あ

る
と

い
う

意

味

で
、

こ
れ

が
打
油

詩

で
あ

る

こ
と
を
、

見

お
と
す

こ
と
が

で
き

な

い
、

と

い
え

よ
う

。

腔

許
広
平
に
は
後
に

う
九
〇
三
年
説

に
傾
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が

あ
る
。

魯
迅
の
辮
髪
に
対
す
る
受
け
と
め
方
を
知
る
素
材
と
し
て
は

「頭
髪
的
故
事
」
の

他

に

「藤
野
先
生
㌔
病
後
雑
談
之
余
」「
因
太
炎
先
生
而
想
起
的
二
三
事
㌔
風
波
」

「阿
Q
正
伝
」
等

が
あ
る
。

中
国
文
学
の
会

「中
国
文
学
研
究
」
第

一
号
、

一
九
六

一
年
。

張
向
天

「魯
迅
旧
詩
箋
注
」

(広
東
人
民
出
版
社
)
の
第
三
十
四
頁
に
も
錫
金
の

原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

懸
風
の
会

「鵬
風
」
第

一
号
、

一
九
七
二
年
。

周
作
人
の
記
入
も
れ
の
例
と
し
て
は

「壬
寅
四
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「十
七
日
:
晴

。
上
午
接
日
本
重
九
日
函

,内
附
詩
両
章
。
」
一
九
〇
二
年
十
月
十

日
発
の
詩
で
あ
る
。
留
学
後
の
第

一
作
と
み
な
す
べ
き
作
で
あ
る
が
「
自
題
小
像
」

と
は
無
関
係
で
あ
ろ
う
。

周
遽
寿

「
旧
日
記
裏
的
魯
迅

・
一

縁
起
」
参
照
。

同
右

「二
三

癸
卯
二
b
参
照
。

魯
迅
友
の
会

「魯
迅
」
第
五
十
号
、

一
九
七

一
年
。

打
油
詩
で
韻
律
に
拘
泥
し
な
い
詩
の
例
と
し
て
は

晩
年
の

「咬
文
鳴
字
』
「贈
郎

其
山
」「
教
授
雑
詠
四
首
」
「崇
実
」「題
晒
械
」
「題
「
脳
炎
戯
作
」
な
ど
が
あ
る
。
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